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１．はじめに	 

	 これまでに様々な汚濁負荷流出対策が講じられているものの，依然として閉鎖系水域を

はじめとする水域の富栄養化は問題である。とくに農業由来の負荷として，点源対策は進

められているものの，面源負荷はその実態を把握することが困難であり，その機能的・経

済的効果の高い対処方法の確立が望まれる。一方，広域的な負荷流出の評価において，し

ばしば参照される（総量規制で用いられる）原単位も導入から年数を経ており，値を求め

た当時の営農形態や水利システムと現在の状況は異なっている。さらに地域性の考慮も十

分で無く，近年，原単位の見直しが検討されている。その際，積雪寒冷地域における農業

流域からの汚濁負荷流出，とくに水田に関する研究は少なく，上記の課題に対する十分な

知見を得るに至っていない。そこで本研究では，北海道の水田地域を対象に汚濁負荷流出

特性を把握し，積雪寒冷地における原単位推定のための基礎テータの取得を目的とした。  

２．方法	 

	 調査対象は，北海道空知郡奈井江町に位置する高島南地区の一枚の水田 1.5ha（PS）と

コムギ (7 .3ha)を含む水田ブロック 15.0ha（PN）である。いずれの圃場もパイプラインに

よる灌漑システムが導入されている。調査対象期間は積雪，融雪期の影響を除いた 5 月～

10 月とした。調査期間中，それぞれの排水路の最下流地点に自動採水器と水位計を設置し

た。5，6 月は 6 時間間隔のコンポジット採水（0:00+6:00，12:00+18:00；1 日 2 本），そ

れ以降は 1 日 1 本の定時採水 (12:00)を実施した。また現地調査の際（約 10 日間隔）にも

採水を行った。DS では水位計の不調により 6 月 11 日~28 日の水位データに欠損があっ

た。水質分析項目は T-P，PO 4-P，T-N，D-N，SS とし，分析は JIS に準拠した。排水路

の水位変動を 15 分間隔で記録し，現地調査の際に実施した流量観測結果と合わせて，H-Q

式を作成し，流量の連続データを推定した。降水量は美唄市の AMeDAS データを用い，

集水域の面積は地形図より求めた。  

３．結果と考察	 

	 流量と水質濃度の変動，聞き取り調査などにより，調査期間を非灌漑期前期，代かき・

田植え期，普通期前期，深水灌漑期，中干し期，普通期後期，非灌漑期後期に区分した。  

	 （１）流量	 図１に比流量の変動を示す。非灌漑期の降雨出水では，PS と PN は同様の

流量増加を示したが，降雨後の流量減少は PN で著しく，PS では減少が緩やかであった。

地目では同じ水田であるものの，畑地利用を含む PN ではすみやかな排水が生じていると

判断される。また PS の代かき･田植え期では流量増加とその後の流量減少が明確であるも

のの，PN では流量の減少量が少ない。PN では複数の農家が営農しているため，代かきや

田植え作業の実施時間の違いが影響したと考えられる。同様の変動が普通期にもみられた。 
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	 （２）水質	 Table1 に期間別の水質濃度を示す。非灌漑期前期，後期にはほとんどの水

質項目で高濃度を呈した。また，N，P は懸濁成分として流出する傾向にあった。これは

灌漑用水による希釈がなかったためと考えられる。寒冷地特有の深水灌漑に着目すると，

この期間ではすべての水質項目で濃度が低下した。他の期間に比べ溶存成分の割合が高い

ことから，湛水による表面流出の抑制がその原因といえる。また，この傾向は他の湛水期

間にもみられる。PN と PS を比較すると，代かき･田植え期と普通期前期を除いて PS で

は懸濁成分の濃度が高く，畑地利用による表面流出の影響が示唆された。  

	 （３）負荷	 営農期間別（普通期は流

出特性を考慮してより詳細に区分）に

L-Q 式を作成し，負荷量を推定した

（Table２）。総負荷量は PN，PS のいず

れも 18 都府県で使用されている水田原

単位（N：76 g･ha-1･day-1，P：1.0  g･

ha-1･day-1）を上回る結果となった。す

なわち本地区に原単位法を適応した場合，

正確な負荷量推定が困難であることを示

唆している。期間別に見ると，代かき･

田植え期の T-N，T-P 負荷量は PN では全体の期間の 32％，40％，PS では 68％，55％と

大部分を占めた。また，PS の中干し期では初日の負荷量がこの期間全体の半分以上を占め

ていた。深水灌漑から中干しに移る際の影響は大きいとみなせることから，流出対策を講

じる必要があろう。  

４．まとめ	 

	 今回，原単位で求めた負荷量よりも，調査対象とした地区の負荷量の大きいことが確認

された。また営農ステージによっても流出負荷量が異なるため，これまでの単一的な原単

位法による負荷量推定には課題のあることが示された。これに加え，積雪寒冷地域では融

雪出水の影響も無視できず，年間の流出負荷量を推定するうえで，この時期の適切な評価

が望まれる。さらには近年，無代かきや直播などの営農方法も普及しており，より正確な

負荷量推定にはこれら営農方法の違いを含めた検討も必要といえよう。  

Table1 The average concentra t ion of  SS,  N & P in  each farming per iod  

Table2 The es t imated load of  T-N & T-P  
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